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今月の聖句 
あなたがたも聞いているとおり、『目には目を、歯には歯を』

と命じられている。しかし、わたしは言っておく、悪人に手向

かってはならない。だれかがあなたの右の頬を打つなら、左

の頬も向けなさい。     マタイによる福音書 5：38-39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会   長  都筑省三 

直前会長  桑野友子 

副 会 長  堤   清 島田 恒  
書   記  堀江哲次 柏原佳子  
会   計  羽太英樹 堤 清 
監   事  上野恭男 田舍庸男 
連絡主事  藤田良祐 

六甲部 Y サ・ユース事業主査 桑野友子 

 

飯田義雄ワイズとともに前に進もう！ 
上野恭男 

西日本区強調月間５月のテーマは、クラブの例会や奉仕活
動に積極的に参画し、ワイズ仲間の友情とチームワークを育み、
クラブの活性化と会員相互の研鑽を目指そう！と浅岡理事
自らが述べておられます。まさに、ワイズメンズである我々は、年
間の諸行事の中で他クラブのメンバーと仲良くなり、お互いにメ
リットを見出して楽しく過ごすことが出来たらどんなに素晴らしい
ことでしょう。ゴルフやテニスのお仲間として、また、YMCA を支え
ていこうと心が一つになってきたら嬉しいです。 
ワイズメンになっても、クラブ内だけに閉じこもっていてはもったい
ないです。はじめて出合った人でも、ワイズメンであれば心が通
います。少なくとも今月は、全国のワイズメンに心を通わせ、知
っているメンバーを増やしましょう。西日本区大会に参加したら、
きっと素晴らしい友が得られると信じます。心を広く持ちましょう。
そして YMCA と地域に奉仕するワイズメンズクラブの原点を見
出しましょう。 
クラブ会長はもちろん、六甲部部長は積極的に会員に刺激を
与え、YMCA と地域に奉仕することをミッションとして、楽しくな
ければワイズではないと積極的な気持ちで例会に参加しましょ
う。飯田義雄次期六甲部部長が道半ばで急逝されましたが、
多くのワイズメンが悼んでくださいました。飯田ワイズのように多く
の友を作ることが出来たら、浅岡理事の言われるテーマは果た
されたと言えるでしょう。 

飯田ワイズにならい愚直に生きていきましょう。 

 

             ４月例会出席表          

ＢＦ切手    （累計）

    ０gm  （28ｇｍ） 

 

第１例会出席者 

メンバー   １５名 

ビジター    ０名  

ゲスト     １名  

メネット    ０名 

合 計   １６名 

例会出席率 

出席者   １５名 

メｲｸｱップ １名 

合  計   １６名 

在籍者    １７名 

（内広義会員 １名） 

出席率   100 ％ 

ニコニコ    (累計) 

10,720 円 

（146,997 円） 

主   題 

国際協会会長   「とにかくやろうー成せば成る」 
Finn A Pederseon    ”To dare is to do” 
アジア地域会長   「とにかくやろうー成せば成る」 
Wichian Boonmapajorn   ”To dare is to do” 
西日本区理事   「ﾜｲｽﾞの原点―愛と奉仕で社会に貢献」
浅岡 徹夫 ”Contribute to the Community  
            through Active Service with Love” 
六甲部部長      「伝統を守りつつ、若返りを図ろう」 
森 紘一  
芦屋クラブ会長     「あなたがたは地の塩である」 
都筑 省三    “You are like salt for all mankind” 

５月第１例会プログラム 

と き：  2012 年５月１６日(水) 19：00～21：00 

と こ ろ：  ホテル竹園芦屋 ３階 

司 会：  柏原佳子ウイメン    

受  付：  羽太英樹メン・藤川晃成メン 
 
１．開会点鐘  都筑省三会長 

２．クラブソング斉唱  一同 

３．聖書朗読  羽太英樹メン 

４．ゲスト・ビジター紹介  柏原佳子ウイメン

５．食前感謝 島田 恒次期会長 

６．食事・歓談 

７．「タイ・ワークキャンプ報告」 藤田美優さん 

「シチリア旅行記」 加輪上敏彦メン 

８． 1)第２例会議事録の承認 都筑省三会長 

2)事業委員報告・その他   各委員＆メンバー 

９．ＹＭＣＡニュース          藤田良祐連絡主事 

1０．ニコニコ献金報告 福原吉孝メン  

1１．誕生祝い  都筑省三会長 

  渡辺倫子ｳｲﾒﾝ・大澤昌子ﾒﾈｯﾄ・加輪上史子ﾒﾈｯﾄ 

1２．閉会点鐘  都筑省三会長 

ＡＤＤＲＥＳＳ：  WATANABE, Toichirou, 2-5-26  NIGAWA-TAKAMARU,  TAKARAZUKA  
665-0063, JAPAN      

ｈｔｔｐ；／／ｗｗｗ．ｋｏｂｅｙｍｃａ．ｏｒ．ｊｐ／ｙｓ／ａｓｈｉｙａ／ ＴＥＬ・ＦＡＸ：

 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
Ａｆｆ ｉ ｌ ｉ ａ ｔｅｄ ｗ ｉｔｈ  ｔｈｅ Iｎ ｔｅｒｎａｔ ｉｏｎａ ｌ  Assoc i a t i on  ｏｆ  Y ’s  Ｍｅｎ ’ｓC ｌｕｂｓ  

 
Address ： Shozo Tsuzuki  4-18, Kurekawa-cho, Ashiya, Hyogo  
Mail ： syouzou-tsuzuki@kcc.zaq.ne.jp  Phone ：  0797-31-1447  659-0051, JAPAN 
URL ： http://www.kobeymca.org/ys/ashiya/  

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998
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4月第1例会報告 

中野雅弘 

日時：4月18日（水）19時～21時15分 

場所：ホテル竹園 

司会：中野雅弘 

出席者（敬称略）：田舎、上野、柏原、加輪上、桑野、島田、

堤、都筑、中野、羽太、福原、藤川、堀江、渡辺、藤田連

絡主事、（15名） 

ゲスト：鈴木誠也（西日本区の行政監事） 

４月の例会は飯田メンご逝去後の最初の例会であり、参

加者全員が黙とうを行って始まりました。その後、クラブソング

斉唱、羽太メンからの飯田メンに対する哀悼の言葉のあと聖

書朗読を行い、本日のゲスト・ビジターとして参加されたワイズ

メンズクラブ国際協会西日本区の行政監事であられる鈴木

誠也さんから自己紹介がありました。その後、都筑会長による

食前感謝の言葉のあと食事が始まり、和やかな雰囲気でメン

バー間の歓談が行われました。食事の後、本日のスピーチとし

て新メンバーである藤川メンから「緩和ケアについて」の題目で

お話がありました。その中で、人が最後に過ごすところがヨーロッ

パ（オランダの例）と日本ではかなり違うこと、緩和ケアとホスピス

の違い、人が感じる痛みとして最終的な「スピリッチュアルペイ

ン」のケアが大事であること、また相手（患者さん）の視点に立

つことが大事であり、言葉以外のコミュニケーションの重要性や、

相手を大切にして理解し話を傾聴することが大事であること、

などを話されました。また、対人関係では「愛」が重要であるこ

となど、メンバーにとって身に染みて感じる本質的なことが多く、

出席者にとって深い印象を受けた内容でありました。 

 その後、本日のビジターであられる鈴木理事から、飯田メン

の死去に伴う六甲部会の体制についてご説明があり、参加者

全員が了解しまし

た。 

 

さらに、都筑会長

による第２例会議

事録の承認、加

輪上メンから４月

２７日（金）の芦

屋み ど り ホ ー ム

（陽光ホーム）おける「若狭若州画伯の水墨画贈呈式」につい

ての説明、ＹＭＣＡニュースについて藤田良祐連絡主事から説

明がありました。また、ニコニコ献金報告を羽太メンがなされ、

今月の誕生祝い者として島田メンと福原メンが祝福を受けら

れ、定刻より少し延長して21時15分に閉会となりました。 

 

みどり福祉会の第２作業所開所式に出席して 

            都筑省三 

障害がある人たちが働く芦屋みどり福祉会(大沢二郎施設

長)の第２作業所の開所式が４月１７日１０時半から陽光町

で行われました。 芦屋市長はじめ約９０人の関係者が出席

され盛大にそのオープンを祝いました。芦屋クラブからは加輪上、

柏原、桑野、島田、羽太、都筑の６名が出席しました。 

 式は芦屋福音教会の沖胡一郎牧師の司式により賛美歌、

招詞、聖書、式辞、祈祷、祝祷とキリスト教式に進められまし

た。 大沢さんは福音教会の熱心な信徒で役員をされていま

す。聖書は有名な「ソロモンがよんだ都もうでの歌」の「主が家

を建てられるのでなければ 建てる者の勤労はむなしい。主が

町を守られるのでなければ 守るもののさめているのはむなし

い」の箇所でした。 

 

 第２作業所は鉄骨４階建てで、１,２階は就労のための訓練

や作業などに３,４階は介護が必要な入所者のケアホームにな

っています。施設建設費は約２億１千４００万円の立派な建

物です。 大沢さんは２５年ほど前に個人で４３号線沿いのビ

ルの１室を借りてみどり福祉作業所を立ち上げられました。１０

年前に社会福祉法人の認可を受け法人化されました。長年

大変厳しい道を神に祝福されているという信仰を持って前へ前

へと歩んで来られました。ご夫妻で力を合わせ取り組んで来ら

れました。 

 芦屋クラブからは今回の開所式を祝って加輪上氏のご尽力

で若狭若州先生の水墨画とお祝い金１０万円をお贈りしまし

た。 

 

これからも芦屋クラブとしてみどり福祉会の活動を応援していき

たいと思います。 
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みどり作業所への水墨画贈呈式 

加輪上敏彦 

４月２７日、快晴の日和でした。   作者の若狭若州先生と

ご主人の若狭博氏をお迎えして、新築なったみどり作業所で 
贈呈式を行いました。 
ちょうど、１２時から始めたので、 作業所の利用者さんたちも

全員出席され、贈呈式を執り行いました。 雪景色の見事な

作品で、これから、みどり作業所を利用される人々の心を、 

和やかにしてくれると思いまし

た。みどり作業所と、芦屋ワ

イズメンクラブから、感謝状を

差し上げました。    

出席者、都筑会長、渡辺、

上野、加輪上メン 

そのあと、場所をブルーミンメ

ド―に移して、おいしいランチ

を、作者ご夫妻とご一緒にしました。 

参加者 渡辺、柏原、上野、加輪上メン 

 

飯田義雄さんへの弔辞 

島田 恒 

飯田さん。50 年以上にわたる家族ぐるみの長い付き合いをい

ただきましたね。 特に近年、ワイズメンズ、神戸 YMCA、クリス

チャンアカデミー、また同じ教会のメンバーとしてご一緒でした。

関西いのちの電話でも財務やボランティアへの配慮をにじませ

て活躍されました。あなたは誰からも評されるように、いつもニコ 

ニコ、人の目に付かないところでの骨惜しみのないお世話、あな

たがお話に出されたハチドリのように 自分の意思を通しながら

クリスチャンとしてしっかり生きてこられました。みんながあなたを

愛していました。 

ゴルフも一緒に楽しみましたね。あなたは当たれば凄く飛びまし

たが、いわゆるあおり打ちのスイング、ダブりや曲げもあって、カワ

イイところのあるゴルフでした。私がパー３のショートで快心のショ

ットを打って球が見えなくなったとき、「入った!」と叫んで一緒に 

上り坂を走ってくださいました。実際はややオーバーでしたが、何

か同じ気持ちになって同伴してくださったあなたに心が通った思

いでした。 

 

飯田さん。あまりに早い、そして突然の旅立ちでした。前の日ま

で元気にお話をしていたのですから。あなた自身がもっとも突然

に感じておられるのかもしれません。気がついてみれば、そこは

天国だったと。 

あなたの残してくださった大切なものをみんなで実りにしていきた

いと願っています。本当に有難うございました。天国での再会を

楽しみにしています。 

 

ＤＢＣクラブ熊本みなみの 10 周年に出席しました。 

柏原佳子 

２０１２年 ４月２１日 ホテル日航熊本 会が始まるにあたっ

て飯田ワイズの為の黙祷が捧げられました。 

第 1 部記念式典は、３年前にメンバー同士のカップル誕生で

話題になられた大村会長にお二人目のお子様がタイムリに誕

生されこうして、壇上に立てています。という明るいご挨拶から

始まりました。わざと緊張しているかのような内村ワイズの司会

に個性的なキャラクターが多いのがわかります。熊本ＹＭＣＡ会

長でありワイズメンズクラブに於いても国際理事、西日本区理

事を２期務められた吉本ワイズの講演はまさにワイズとＹＭＣＡ

の一体感をしめし、 どちらにも偏らないよく理解された情熱の

あるお言葉でした。 

第２部懇親パーティでは、都筑会長の乾杯があり 飯田様の

ことにも触れられＤＢＣ締結の表敬訪問をしたときのことが思い

出されます。 吉岡さまからの祝電が披露されましたが、ご一緒

した大好きなお仲間がお二人とも芦屋クラブにおられないという

のは寂しいです。JAZZ のボーカルと演奏がありお洒落な雰囲

気でますます会場は陽気なﾑｰﾄﾞです。 

芦屋クラブ訪問をされたときに我が家で例会までの時間を過ご

していただいたことが、結構話題になり改めてワイズ精神を大

切にしたいと思いました。限られた時間と恒例のプログラムの中

で、それぞれのクラブの特色がでてくるのが面白いです。 

堀ワイズのスタンザードな文章を横目に面白おかしく閉会挨拶

され大笑いのうちに閉会となりました。 

２次会はお酒に強い九州男児がいっそう盛り上がり、終わった

のは１１時を回っていました。   あくる朝、参加者４名（都筑

会長・上野・桑野・柏原 各メン）でゆっくりと朝食をいただき 、

慌ただしい旅行も宿泊すればいいなと思うのはこんなひと時で

す。 

４月第２例会・議事録 
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日 時：４月２５日（水） １９：００～２１：００ 

場 所：市民会館 ２０６室 

出席者：井上、上野、柏原、桑野、島田、都筑、羽太、 

福原、藤田、堀江、(１０名) 

 

＜報告・協議・確認事項＞ 

１）芦屋クラブ 例会  

５月第１例会： ５月１６日（水） 

① タイワークキャンプ参加者報告・藤田美優さんスピー

チ（余島リーダー会所属１回生） 

② 加輪上メンのスピーチ 「シチリア訪問記」 

２）今後の行事予定 

� ５月９日（水） ＹＭＣＡチャリテイゴルフ 
参加者：上野、柏原、加輪上、島田、福原メン  

� ６月９・１０日（土・日） 西日本区大会 
参加者：都筑会長、上野、柏原、桑野、福原メン 

３）会計報告 

  羽太メンより３月の会計報告があり、承認。 

活動補助金は熊本みなみ１０周年記念参加者に１万円、

西日本大会参加者に５千円とする 

４）次年度ロースター校正  

掲載の詳細（住所、TEL、ＦＡＸ、Ｍａｉｌなど）は個人の自由

とすることで承認された。 

５）次期六甲部長について 

上野次期六甲部長より、急に六甲部長を引き受けることの

なったことの説明と今後の六甲部予定を紹介、芦屋クラブ

へ受付、案内など行事に対する協力依頼があった。 

・５／１９：準備役員会 ・７／１４：第１回評議会と８クラブ

納涼例会 ・９／８：六甲部会 

７）その他 

� 島田次期会長より次年度の主題（奉仕する共同体：
Service Community with YMCA）の説明があった。上

記主題をふまえてゲストスピーカーを推薦してほしい。ま

た来春に「１５周年記念行事」の開催を考えており、実

行委員会を組織して計画し、第２例会に提案すること

で進める。  

� 藤田連絡主事より５／２０に神戸ＹＭＣＡで タイワーク
キャンプ報告とリーダー委嘱式を行うとの報告があった。 

堀江哲次 
 

 
 

藤田良祐YMCA連絡主事 

◇イースター早天礼拝、開催 

 4 月 8 日（日）の朝、神戸 YMCA・神戸 YWCA 合同のイ

ースター早天礼拝が行なわれ、150 名ほどの方々が参集く

ださいました。今年で 90 周年を迎えるイースター早天礼拝

ですが、今年は日本基督教団甲南教会の芹野 創牧師

をお招きし、「人に道あり」という題でメッセージをいただきまし

た。 

◇三田 YMCA、三田市との協働開始 

 4 月 1 日から、神戸 YMCA で三田市からの指定管理を

受けることになりました。「三田市まちづくり協働センター」の

一部「市民活動推進プラザ」の運営がそれで、市民活動を

行なっている人達やこれからNPOなどの活動を始めたいとい

う人達をサポートするための窓口として活動していきます。 

◇神戸市－シアトル市、姉妹都市締結 55 周年 

 神戸市とアメリカ・シアトル市の姉妹都市締結が今年で

55 周年を迎え、5 月 19̃20 日の「神戸まつり」を中心にした

日程で、神戸市にシアトル市から訪問団が来日されていま

す。40 名弱の訪問団の内 13 名がシアトル YMCA グループ

で、ボブ・ギルバートソン総主事をはじめ、キャロリン・ケリー理

事長、理事の方々やスタッフが来日されました。 

 ◇全国 YMCA の状況 

4 月から、横浜 YMCA、とちぎ YMCA、熊本 YMCA、日

本 YMCA 同盟が「公益財団法人」への移行認定を受けら

れ、公益財団となりました。また、姫路 YMCA は 3月 31 日

をもって「財団法人姫路キリスト教青年会（姫路 YMCA）」

としての活動を終え、新たに NPO法人「姫路 YMCA」として

スタートされました。 

 

今後の予定    

1) ２０１２年度定期総会 

日 時：５月３１日（木）午後６：３０～８：３０ 

場 所：神戸 YMCA  チャペル 

2) ミニコンサート 

日 時：６月２日（土）午後３：００～３：３０ 

場 所：ユースプラザ KOBE・EAST 

出 演：神戸市立本庄中学校吹奏楽部 

3) 会員・職員合同研修会 

日 時：６月４日（月）午後６：３０～８：３０ 

場 所：神戸 YMCA ４F 神戸サイコー亭 

テーマ：「アメリカのファンド・レイジングを学ぶ」 

講 師：ハロルド・メザイル氏（ミネアポリスYMCA総主事） 

  ロビー・ウェィン氏（元ミネアポリス YMCA 副総主事） 

会 費：2,000 円（夕食代） 

 

                                

 

 

ＹＭＣＡニュース 

編集後記： 

今月号は巻頭言 飯田義雄ワイズとともに前に進もう！

飯田義雄さんへの弔辞 各記事にも みられるように 忘れ

がたい存在であった飯田ワイズへのクラブメンバーの思いが綴

られたブリテンとなった。               堀江哲次 


